	1単位時間
	Ｆ　３年間のまとめ

	特　徴
	・教科書を活用し，３年間のまとめが行えるように配慮。

・すべての内容を合わせて，技術を評価し活用する能力を育てられるよう，内容を構成。

・ガイダンスの時に書かせたワークシートと，今回のワークシートを比較することで，３年間の態度の成長を見て取ることができる。


	題材の評価規準

	生活や技術への

関心・意欲・態度
	生活を工夫し創造する能力
	生活の技能
	生活や技術についての知識・理解

	○技術の課題を進んで見付け，社会的，環境的及び経済的側面などから比較・検討しようとするとともに，適切な解決策を示そうとしている。
	○技術やその他の技術の課題を明確にし，社会的，環境的及び経済的側面などから比較・検討するとともに，適切な解決策を見いだしている。
	
	○技術が社会や環境に果たしている役割と影響について理解している。


	題材の指導と評価の計画例

	学習内容
１ 中項目 ①小項目
( )内は教科書の頁
	時間数
	学習活動
■学習課題　○生徒の活動
●教科書におけるふり返り
	評価規準・評価方法
実線枠内は中項目での評価規準の例
その時点で行う学習評価

	技術分野の学習を終えて
【A(2)ｳ B(1)ｳ

C(1)ｲ D(1)ｴ】
	１
	■３年間の学習を振り返り，その成果と自己の成長を見つめる。
○ここまで学習した技術を思い出し，発表する。

○p.240のウォッチングを読み，「農業と技術」，「工業と技術」，「情報社会への対応」について，世の中に与えるプラスの影響とマイナスの影響を考える。

○今後，私たちはどのように技術を活用していったらよいか考え，教科書に記述する。

○３年間の学習をふり返り，技術に対する関心や意欲，態度の変化をたどる。
	


　 教科書の記入欄で，技術の利点と欠点について理解している様子と，そのおりあいを付けた活用方法を考えている様子を読み取る。
　 教科書の記入欄で，技術が社会や環境に果たしている役割について理解しているかを読み取る。
教科書の記入欄で，３年間をふり返り，学習前に比べて，技術への関心が高まっている様子を読み取る。



生活や技術への関心・意欲・態度

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる（Ｂ）
	十分満足できる（Ａ）

	技術への関心
	○教科書への記述
○最初と最後の教科書への記述の比較


	○「技術」について思いつく事が，初発と比べて，量，質，情意の記載量が明らかに良く変容している。
	○「技術」について思いつく事が，初発と比べて，量，質，情意の記載量が明らかに良く変容し，私たちという立ち位置で，未来を見据えた意見が述べられている。

	評価と活用
	○教科書への記述
	○技術について，社会や環境への影響を考慮し，おりあいをつけた活用法を述べている。
	○技術について，未来の社会や環境への影響を考慮し，おりあいをつけた活用法を述べている。


生活を工夫し創造する能力

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる（Ｂ）
	十分満足できる（Ａ）

	評価と活用
	○教科書への記述
	○技術の利点と欠点について比較し，社会や環境への影響を考慮して，具体的な活用方法を述べている。
	○技術の利点と欠点について比較し，未来の社会や環境への影響を考慮して，具体的な活用方法を述べている。


生活や技術についての知識・理解
	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる（Ｂ）
	十分満足できる（Ａ）

	評価と活用
	○教科書への記述
	○技術の発展が，生活に与えるプラスとマイナスの影響を理解している。
	○技術の発展が，社会や環境などに与えるプラスとマイナスの影響を理解している。


題材の評価基準に基づく，実現状況の判定例





工：技術やその他の技術の課題を明確にし，社会的，環境的及び経済的側面などから比較・検討するとともに，適切な解決策を見いだしている。





関：技術の課題を進んで見付け，社会的，環境的及び経済的側面などから比較・検討しようとするとともに，適切な解決策を示そうとしている。





●３年間の技術の学習は，あなたにとってどのようなものでしたか。また，技術を評価したり，活用したりする力は身についたでしょうか。学習を終えた現在の自分を振り返り，その成果や反省，将来にむけて生かそうとしていることなどをまとめてみましょう。
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知：技術が社会や環境に果たしている役割と影響について理解している。
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